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Ａ
肝臓病は自覚症状がないことが多いた

め、発見が遅れることがしばしばあり

ます。肝臓が悪くても、よほどの重症でない

かぎり症状が出ることはありません。また軽

い肝機能異常でも重大な病気が潜んでいるこ

とがありますので、医療機関で精密検査を受

けられることをお勧めします。
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会社の健康診断で、肝機能異常を指摘さ

れました。特に症状もなく元気ですので、

このまま放置しておいていいですか？

Ａ
肝機能異常を来す病気には、様々なも

のがあります。健康診断で最も多いの

は、最近よく耳にする、メタボリック症候群

の仲間である脂肪肝です。脂肪肝は内臓脂肪

の量と深い関係があり、最近急に体重が増え

てズボンがきつくなったというような場合に

よくみられます。以前、脂肪肝は良性の病気

で進行していくことはないと思われていまし

たが、最近は脂肪性肝炎となり肝硬変、肝が

んへと進行していく場合があることが明らか

となりました。脂肪肝も油断は禁物です。次

に多いのがアルコール性肝障害です。日本酒

にして男性で３合以上、女性で２合以上を毎

日飲み続けると肝障害が起きてきます。血液

検査でγ - ＧＴＰ値が高くなるのが特徴で

す。その他では、ウイルス性肝炎、特にＣ型

肝炎があります。Ｃ型肝炎は日本人の１００

人に１～２人の頻度と推定され、２１世紀の

国民病と言われています。やはり初期では症

状がないため、健康診断で偶然みつかること

が多いようです。その他の原因としては、最

近健康食品を摂られる方が多く、これによる

肝障害が増えています。稀には、肝腫瘍が原

因であることもあります。

どのような病気で肝機能が悪くなる

のですか？
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Ａ
原因によって異なります。脂

肪肝は、体重を減らすことが

基本です。体重が減ると内臓脂肪が

少なくなり、それだけで肝機能が良

くなります。体重をへらす目安は、

現在の体重の６％程度です。どうし

ても体重が減らない場合は、薬物治

療を行います。アルコール性肝障害

は、禁酒以外有効な治療はありませ

ん。アルコールは、１日２合以下で、

休肝日をつくるなど適度に飲まれれ

ば問題ないのですが、肝障害がおき

てしまった場合は禁酒せざるを得ま

せん。軽い肝障害であれば、禁酒に

より肝機能はすぐに良くなります。

Ｃ型肝炎の場合は専門的な治療が必

要です。Ｃ型肝炎は、放置すると高

率に肝硬変、肝がんへ進展しますの

で、できるだけ早く治療を受ける必

要があります。現在の治療はインタ

ーフェロン治療が中心で、ウイルス

のタイプや量により異なりますが、

全体で約６割以上の方に治癒が期待

できます。現在インターフェロン治

療の医療費助成が行われており、治

療が受けやすくなっています。

Ａ
肝臓の検査には、血液検査とエコーやＣＴな

どの画像検査があります。多くの場合、これ

らの外来で行える検査で診断ができます。しかし診

断が難しい場合は、肝生検という検査が必要となり

ます。これは、局所麻酔をして細い針を肝臓に刺し、

肝臓の組織を採取する検査です。検査は１０分ほど

で終わりますが、 ２～３日の入院が必要です。

どのような検査を受けるのですか？

どのような治療をするのですか？
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